
2025年7月28日(月) 
14:00-15:30

14:00-14:05 開会挨拶：今川拓郎（総務省）

14:05-14:15 HAIPの概要説明（動画）：Karine Perset（OECD）

14:15-14:35 HAIP報告枠組みの全体概要と参加企業へのインタビュー結果報告
江間有沙（東京大学東京カレッジ）

14:35-15:15 パネルディスカッション
パネリスト：
小島治樹（日本マイクロソフト）
永沼美保（NEC）
大野健太（Preferred Networks）
飯田陽一（総務省）
工藤郁子（大阪大学）
実積寿也（中央大学）
司会：江間有沙（東京大学東京カレッジ）

15:15-15:25 Q&A

15:25-15:30 閉会挨拶：住友貴広（内閣府）

広島AIプロセス(HAIP)報告枠組みとは？
日本発のグローバルAIガバナンス最前線



HAIP報告枠組みの全体概要と
参加企業へのインタビュー結果報告

東京大学東京カレッジ
江間有沙

© EMA LAB, THE UNIVERSITY OF TOKYO



広島AIプロセスの道のり
年月 イベント

2023年４月 G7デジタル・技術閣僚会合（高崎・群馬）

2023年５月 G7広島サミット

2023年10月 マルチステークホルダーハイレベル会合（京都）

2023年10月 G7首脳声明

2023年12月 閣僚級会合→G7首脳声明

2024年5月 広島AIプロセスフレンズグループ

2025年2月 広島AIプロセス報告枠組み発表

2025年4月 広島AIプロセス報告枠組み19社が公開

 AI開発者向け国際指針および国際行動規範公表

「広島AIプロセス包括的政策枠組み」と「推進
作業計画」に合意

 広島AIプロセスの精神に賛同する国々の自発的な
枠組み（2025年5月で56カ国）

• 2023年の生成AIの急速な発展
• 高度なAIシステムの指針と行動規範
• 初の国際的政策枠組みがG7で承認
• 開発途上国・民間パートナー
• 安全・安心・信頼できるAIを利用できる



https://transparency.oecd.ai/



なぜいまHAIP報告枠組みが必要なのか
• 特徴

• 一覧性：OECDのウェブサイトに集約されている
• 比較可能性：同じ質問項目に対する答えが書かれている
• ボランタリー：開示内容の柔軟性、負荷が少ない

• 期待
• 透明性：情報開示をしていく環境を推奨する
• 相互運用性：OECDのAI原則、EUのAI法、国際標準との関係性



インタビュー調査＋意見・情報交換
• インタビューを受けてくださった企業

• KDDI Corporation, SoftBank Corp., Preferred Networks, NEC Corporation, NTT, 
Microsoft, Salesforce, OpenAI, Google, Fujitsu, Rakuten Group

▲2025.6.3＠東大主催
HAIP報告企業と関連組織で
インタビュー結果のとりま
とめを議論

2025.6.10＠
OECD主催
OECD-GPAI関
係イベントでイ
ンタビュー結果
を披露

2025.7.18＠
日本AISI主催
安全性のための
技術やガバナン
スがHAIPにど
う貢献できるか
を議論

2025.7.24＠
カナダG7主催
中小企業
（SMEs)が
HAIPに参加す
るための課題と
可能性

▲2025.6.11＠
OECDblog
インタビュー結
果の簡易報告書

▲2025.6.11＠東京大学
ワーキングペーパー
インタビュー結果の詳細報
告書

https://oecd.ai/en/wonk/the
-haip-reporting-framework-
feedback-on-a-quiet-
revolution-in-ai-transparency

https://www.tc.u-
tokyo.ac.jp/blog/wp-
content/themes/tokyocollege/pub
lication/WP_TC-E-25-1_Ema.pdf

参加企業・関連組織でネットワーク
を作り、HAIP最新情報を意見交換中



提出企業へのインタビューより①
誰に対して報告を書いているか？
観客タイプ 説明 典型的な動機
国際機関 G7 / OECDパートナー - AIガバナンスにおける存在感

- 国際的な整合性
政策関係者 政府機関、規制当局 - 信頼構築

- 各国規制枠組みへの影響

ビジネス＆テクニカル・
パートナー

B2B顧客、外部開発者、企業
パートナー

- 契約の明確化
- リスクの説明責任

一般 株主、市民、就活生 - 信頼構築
- ブランド戦略

社内チーム 従業員 - AIガバナンスに関する社内/関係者
の連携と認識を高める



提出企業へのインタビューより②
フレームワークの課題

• フレームワークに曖昧さがある：
• スコープ：質問は、特定のAIシステムを指しているのか、会社の方針を指しているのか
• 役割：開発者として答えるべきか、プロバイダーとして答えるべきか、あるいはその両方と
して答えるべきか

• B2Bの場合、クライアントへの情報開示は特にデリケートで困難な場合がある
• 対象者：報告書は政府向けか、顧客向けか、一般向けか

• より明確なテンプレートや例が必要
• しかし、柔軟性と明確さの間には緊張関係がある

• 意図しない使用に対する懸念：
• 採点やランキングに使用されるリスク
• HAIPを任意かつ非評価的なものに保ってほしい



日本のAI法
• 2024年8月：内閣府「AI制度研究会」で議論開始
• 2025年2月4日：「AI制度研究会」で「中間とりまとめ」公表
• 2025年2月28日：「人工知能関連技術の研究開発及び活用の推
進に関する法律」閣議決定→国会提出

• 2025年6月4日：「AI新法」が公布（同日施行日）
• AIの技術開発推進とリスク対応
• AI戦略本部を内閣に設置
• AI基本計画の制定
• 罰則規定なし、ただし国による情報収集や調査協力に協力の必要



AI新法と広島AIプロセスへの関係性

AI戦略会議・AI制度研究会「中間とりまとめ」2025年2月4日
https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/interim_report.pdf

適正性の確保
国は、人工知能関連技術の研究開発及び活用の
適正な実施を図るため、国際的な規範の趣旨に
則した指針の整備その他の必要な施策を講ずる
ものとすること（第13条関係）

調査研究等
国は、国内外の人工知能関連技術の研究開発及
び活用の動向に関する情報の収集、不正な目的
又は不適切な方法による人工知能関連技術の研
究開発又は活用に伴って国民の権利利益の侵害
が生じた事案の分析及びそれに基づく対策の検
討その他の人工知能関連技術の研究開発及び活
用の推進に資する調査及び研究を行い、その結
果に基づいて、研究開発機関、活用事業者その
他の者に対する指導、助言、情報の提供その他
の必要な措置を講ずるものとすること
（第16条関係）

AI新法 2025年6月4日
https://www.cao.go.jp/houan/pdf/217/217youkou_2.pdf



HAIPの意義と波及効果
• 実質的に、今後日本のＡＩ開示の標準となる可能性
• 透明性を通じたAIガバナンスの実装
• 社内のAIガバナンス体制整備の契機

• パネルディスカッションへの問い
• 論点１：「なぜ参加したのか」「HAIPの課題は」
• 論点２：「透明性に必要なことは」「日本のAI法とどう向き合うか」



報
告
枠
組
開
始

※日本の桜と伊のオリーブをデザインしたロゴ

日米等20企業が参加

AIの国際ルール形成における日本の貢献
2016 2017 2018 2019 2020 ・・・

G7情報通信
大臣会合
（香川・高松）

G7情報通信・
産業大臣会合

（トリノ）

基本理念の共有
「人間中心のAI」

AIに関する共
通ビジョン策定

AIの国際的議論
の必要性を提起

G7シャルル
ボワ・サミット
（シャルルポワ）

G7デジタル
大臣会合
（パリ）

G7科学技術
大臣会合
（オンライン）

AIに関する原則の検討・策定

【総務省】
AI開発ガイドライン案（2017年7月）

AI利活用原則案（2018年8月）

【内閣府】
人間中心のAI社会
原則（2019年3月）

インプット

OECD
デジタル経済政策委
（CDEP）
AI専門家グループ（AIGO）
（2018年5月～）

G20大阪サミット
G20茨城つくば
デジタル経済等
大臣会合（6月）

OECD AI原則

2023

G7広島
サミット
（広島）

広島AIプロセス
立ち上げ

インプット

2024

G7デジタル
大臣会合
（コモ）

報告枠組の
早期実施合意

OECD閣僚
理事会

フレンズグループ
立ち上げ
AI原則を改定

2025

G20AI原則合意

フ
レ
ン
ズ
グ
ル
ー
プ

対
面
会
合
開
催

2月～

2月末

GPAI
（6月～）

専門家グループ
設置構想共有

2019

56か国・地域に拡大
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